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方法を示しておく。たとえば，譜例 2 のような，主旋律を取り出して図形にした楽譜を利用

する。図形譜では，３番まである歌詞がそれぞれＡ～Ｄの４つの部分に区切られており，そ

れぞれの部分に１箇所だけ違いがある。その違いを探すのである。五線譜の場合，子どもた

ちがそこから旋律の違いを見出すことはかなりの困難を伴う。そこで，目的に応じた図形譜

を用意するのである。

 

譜例２ 花の図形譜 

   
 

 

A Study on TAKI Rentaro as Teaching Material 
―Construction of Teaching Process about “Shiki”―

MATSUMOTO, Tadashi 

Abstract 

TAKI Rentaro's musical works occupy one corner of the main 
teaching materials in school music education. However, as a result of 
analyzing the Course of Study and the textbook based on it, it turned out 
that the instruction was insufficient. In the instruction of his musical 
works, it is necessary to teach the essence of his music and the value 
which his music has. Therefore, in this paper I aimed at producing a 
teaching material based on "Shiki " which is his masterpiece. 
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幼児の模倣描画と移調演奏の関係についての一考察

―模倣描画の教育的可能性―

内 田 裕 子*

【要 旨】  本論では，一幼児において模倣描画と移調演奏が同時期に観

察されたことを手掛かりに，その時期の知能の発達について分析し，結果か

ら模倣描画の意味を捉え直す。幼児の描画教育においてこれまで否定的に捉

えられて来た模倣について，移調演奏との関係を視点に考察することで，新

たな教育的意義を見出すことを目的とする。

【キーワード】  模倣 描画 移調 演奏 発達

はじめに

創造美育協会の中心的人物であった宮武辰夫がその著『幼児の繪は生活している』で強く主

張していることに「ぬり絵の害毒」がある
1)
。美術教育の第一の目的である創造性を育成する

ことに対し，子どもに手本を与え模倣を増長するぬり絵は，百害あって一理なしという考えが

その根拠である。しかし昨今，ぬり絵は未曾有の流行を見せ，教育の場面にも少しずつ浸透し

ている。その教育的評価は未だ否定派に軍配が上がるものの，明確な教育的意義の分析は行わ

れていないのが現状である。

ぬり絵を含む模倣描画について，その意義を改めて考察する必要性を感じていたところ，実

施していた幼児の描画活動の追跡調査において，模倣に関連する現象が観察された。それは，

造形活動におけるキャラクター
2)
のかたちの習得および変更と，音楽活動における移調演奏が同

時期に現れたことであった。基本形態を手本から習得しその変形を行う描画活動と，原曲を習

得してその移調を行う演奏とが同時に現れるということは，両者に相関性があることを示すと

共に，相関性に配慮して両者を伸ばす教育には，幼児の発達を促す可能性があることを示すと

考えた。

そこで，本論では，従来の模倣についての見解を明らかにした上で，それらの見解と上記の

観察結果とを比較し，その違いを手掛かりに，模倣描画についての教育的意義を考察すること

にする。

平成 19 年 5 月 31 日受理

＊ うちだ・ゆうこ 大分大学教育福祉科学部美術教室
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本稿では，瀧廉太郎研究で得られた知見をもとに，義務教育段階における瀧廉太郎作品の扱

いが，音楽の本質やその音楽が持つ価値に迫るものとなってはいないという問題意識のもとに，

『四季』の教材化の試みを提示した。本稿で示した授業プランは，あくまで教材化の１例に過

ぎない。

瀧廉太郎の作品は多くの場合，歌唱教材として扱われる。本プランは，単独に使用すること

を想定して作成されているが，歌唱活動と組み合わせて用いることも可能である。その場合は，

より効果的な学習活動を期待できる。

冒頭で述べたように，筆者は，瀧廉太郎の人物と作品の教材化を目指している。『四季』の教

材化はその一部をなすものである。瀧廉太郎には『四季』以外にも「荒城の月」や「お正月」

といったよく知られた作品がある。これらの作品も瀧廉太郎の音楽に迫るための主要な教材と

なりうる。その教材化については今後の課題である。

注および参考文献 

 

1）これまでの瀧廉太郎研究の成果は，以下の文献に収められている。 

・ 安永武一郎監修，松本正編集『瀧廉太郎資料集』大分県先哲叢書，大分県教育委員会，平成 6
年 

・ 松本正『瀧廉太郎』大分県先哲叢書，大分県教育委員会，平成 7 年 

・ 松本正「名曲『荒城の月』に関する研究」，大分大学教育福祉科学部研究紀要第 23 巻第 1 号，

平成 13 年 4 月 

2） 検討の対象とした教科書は，小学校が 3 社（教育芸術社，教育出版，東京書籍），中学校が 2
社（教育芸術社，教育出版）である。 

3） 本稿では基本的に「旋律」という用語を用いているが，授業プランにおいては生徒を対象と

するため，日常的に使用頻度が高く，親しみがある「メロディー」を使用している。 

4） 原詩は，詩人ロバート・バーンズの“Auld Lang Syne”によるもので，歌詞は，次のように

5 番からなっている（猪間驥一『なつかしい歌の物語』音楽之友社，昭和 42 年，pp200-201）。 

 

1 番 永いおなじみが 忘れらりょか

思い出さずに  おらりょうか

はるかに 過ぎた日 思い出て

盃を，友よ あげようよ

3 番 ふたりで野山を 駈けまわり

雛菊をつんだ ことがあったね

それからこのかた おたがいに

けわしい山坂 こえてきた

5 番 さあさ，おたがいに 手をとろう

その酒は グーっと 乾したまえや

はるかに 過ぎた日 おもい出て

盃を，友よ あげようよ

5）「花」についても「納涼」と同様の楽譜を用意することが考えられるが，ここでは異なった

4 番 ふたりで小川を わたりあるき

朝から晩まで 遊んだっけね

それからこのかた おたがいに 

海ばらはるけく へだててた

2 番 きみは相当に 飲けるのだろ

ぼくも十分に いただくとしょ

はるかに 過ぎた日 思い出て

盃を，友よ あげようよ
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Ⅰ 幼児の模倣描画・移調演奏についての見解

1 模倣描画についての研究 

模倣描画に対する２つの立場，肯定派，否定派について，本論では各々，心理学者の Howard 
Gardner（1943-），美術教育者の Viktor Lowenfeld（1903-1960）を取り上げる。

 1) 肯定派

Gardner は子どもの描画の発達を通時的かつ共時的側面から研究した結果，『子どもの描画

（Artful Scribbles）』（1980）3)
の「模写するか否か」に， 模写の有効性および特性を５つ挙げた。

① 模写は，芸術家が技術を習得する手段であるように，子どもが独力で進歩できなくなった

際，絵画作品にインスピレーションを与える源泉となる。

② マンガのキャラクターの模写により，そのキャラクターのどんな姿勢でも描くことができ

るようになった子どもは，人間の姿を描くのに役立つ形（輪郭）を多量に獲得しているた

め，限られた形しかもたない子どもに比べ，望み通りの新しい形を考え出すことができる。

その際，その子どもは獲得した形の平均を取るという計算能力を獲得している。

③ 立方体を透視図法的視点から見た図と，見慣れない抽象的な図を模写する場合，物として

理解できなかった後者の方が，見慣れた前者よりも正確に描くことができる。

④ 自分が持つ知識を抑制して手本の物理的な次元に完全に集中できた子どもの方が，注意深

い模写（正確な描写）ができる。

⑤ まだ習得していないある描画上の効果を何らかの自然な方法で達成したいが，自分１人で

は行えない時，模写はサポートとなる。

一方，Gardner は模写の危険性にも触れ，⑴模写の活動に焦点を絞り過ぎた授業では，子ども

たちに自分の絵画作品を他人の作ったものに従属させるべきであると思わせてしまう，⑵子ど

もが１つの絵画形式（具象主義的な写実主義）にしか傾倒しない危険性がある，など挙げる
4)
。

さらに，こうした危険性は手本の使い方に起因すると言う。使い方には２つある。１つは，

描画における肌理，陰影，透視図法等に関する問題解決のため，手本をガイドのように用いる

方法，もう１つは，単に隷属的に模写を行うために手本を用いる方法である。前者における手

本は，表現したいことを自分や他人に納得のいく方法で達成するのを助ける手段であり，使用

されている技法の本質的な意味が分かり，模写の訓練の積み重ねによって将来描きたいことを

表現できるようになるためのものである。それに対し後者は，手本の模写により，ある種の技

と方略を身に付けることはあっても，ひとたび手本が取り除かれると，そこで得られた経験が

他の図形的な活動に転移されることはないものである。それは，生成的な手段としての模写で

はなく，模写自体が目的である模写となる。

人は知らないものを模写する時，隷属的な模写になり，知っているものを模写する時は，対

象の知覚と自身の持つ図形スタイルを混ぜ合わせるという研究結果があるが，これら２つの模

写へのアプローチは１人の人間に存在し，２つの模写が行動上は区別され難いことが教育にお

いて大きな問題である。なぜなら隷属的な模写（目的としての模写）には教育効果がないが，

問題解決のためのガイドとしての模写（手段としての模写）には効果があると考えられるから

である。いずれか見極めるためには，人の制作の在り方を知り尽くした慧眼が要求される。

 2) 否定派

Lowenfeld は，今日の日本の美術教育の成り立ちに寄与したとされるアメリカの研究者である
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が，彼は子どもの造形において，干渉や手本を最少にすることにより芸術的な発達を促そうと

考えていた。即ち，成長の初期の段階では，成長の構成要素の相互作用による発達を妨げるも

のに「模倣（imitation）」があると考えた。彼は「模倣の本質」で，模倣の危険性を次のように

述べる
5)
。

各教科の学習は互いに独立しているものではなく，強く関わりあっているもののため，

美術の教科では行われていなくとも，他の教科で行われたことが，美術において「模倣」

を目的にした学習を引き起こす場合がある。たとえば，算数のワークブックに出てくる

「鳥の絵」。数の概念を勉強するのに，鳥の数を数えるのだが，正確な鳥の数を把握するた

めに，色を塗ったり形を書いたり，何度も繰り返して同じ鳥を扱う。その結果，独創的だ

った子どもの鳥の絵が，いつしかそのワークブックの鳥そっくりになってしまっていた。

一方，Lowenfeld は模倣の概念を次のように解釈してもいる。

「模倣」という言葉には多様な意味があり，それは誤解を生み出すもとになっている。

「模倣」は，学習の重要な要素の１つである。しかし，学習の手段の１つとしての「模

倣」は，ある目的に達するための手段としてのみ使われるものである。「模倣」は，目的で

はなく手段である。したがって，学習で「模倣」を用いる場合には，手段としての「模

倣」の意味を常に考えておくことが必要になってくる。

これは，Gardner が述べる模倣の概念と同じと捉えられる。手段としての模倣と，目的として

の模倣，その区別が行われると，模倣は学習の方法として有効であると両者言う。

2 移調演奏についての研究

同じ芸術教育でありながら指導方法や内容が図画工作科とは異なる音楽科では，学習指導要

領において図画工作科と似た「目標」を掲げている一方，異なる「内容」も見受けられる。即

ち，図画工作科の目標が「表現及び鑑賞の活動を通して，つくりだす喜びを味わうようにする

とともに造形的な創造活動の基礎的な能力を育て，豊かな情操を養う。」，音楽科の目標が「表

現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽

活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。」と両者似通っている一方，音楽の内容には，

図画工作科には見られない模倣に関する内容「階名で模唱や暗唱をしたり，リズム譜に親しん

だりすること。」（小学校第 1・2 学年）が挙げられている。このことは，目標に掲げられた「音

楽活動の基礎的な能力」が「造形的な創造活動の基礎的な能力」と違う意味合いを持っている

ことを示す
6)
。即ち，図画工作科では，「創造活動」の基礎的能力を育てるが，音楽科では「創

造活動」ではなく「音楽活動」の基礎的な能力を育て，その結果，情操を養うという目標を達

成することになる。つまり，図画工作科は造形的な基礎能力によって情操を養うのではなく，

造形的に創造する基礎能力によって情操を養うということになる。そのため，厳密には造形的

な基礎能力を養うことと創造的な能力を養うこととが分かたれ，図画工作科の教師はその区別

を理解して指導をすべきところであるが，現状では，両者渾沌としたまま，いずれも充分に養

っていない場合が多い。

音楽教育では，教師においてはもちろん，児童・生徒も移調演奏や移調歌唱ができるよう，

演奏および歌唱技術の向上を図ることが目的とされる。但し，実際には，それが学校教育で系

統的に教えられていることは少なく，一部の教師がその意義を認め，実践しているに過ぎない
7)
。
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○ 表出言語領域‥‥‥蓄積された言葉によって話す力，即ち，発声の方法やその修正など

自分なりの力で獲得して行く発達を見る。

「幼児における筆記具操作の発達に関する研究」
11)

において尾崎康子氏は，「KIDS 発達検

査」を用いて筆記具操作と精神発達の関係を調べているが，そこで尾崎氏は，描画と言語とい

う抽象的表象機能が筆記具操作と関係していること，筆記具操作の発達は上肢運動機能発達を

反映すること，それは身体運動的成熟によって単独に進行するのではなく認知発達と緊密に関

係していることを示し，さらに筆記具操作の発達が中枢神経系の成熟に依拠しつつ，日常活動

の中で体得されていくものということも明らかにしている。尾崎氏のこの結論同様，H 子の場

合も，描画と言語において顕著な発達が認められ，それは認知面の発達が描画における手指の

操作に反映されていることを示していると解釈できる。

3 仮説

模倣描画と移調演奏が同時期に行えるようになったという事例は H 子のみの観察結果であり，

量としてのデータを持たないため一般化することは難しいが，大学生にアンケートをとったと

ころ，同様の経験がある学生の存在が認められたことから，模倣描画と移調演奏が同時期に発

達することを仮説にすることは可能と考えられる。そこで，次章では，仮説の展開の可能性に

ついて論じる。

Ⅲ 仮説の展開可能性

1 模倣の概念 

本論で挙げた模倣描画と移調演奏の共通点は，いずれも手本となる画像や旋律を一旦学習し

た上で，その後，手本を見ずして画像や旋律を変化させていくという点にある。これは Jean 
Piaget（1896-1980）の示した「概念」の発達理論によれば，保存概念に相当するものであり，

前操作期と具体的操作期の間（７歳頃）における「対象のある種の性質が，外観を変えるよう

な変換を受けても，保存されることを理解できるようになる」
12)

ことを指す。

Piaget の理論をさらに推し進めたものに，「思考とは情報処理に他ならない」
13)

と仮定する発

達の情報処理理論がある。この理論家たちが重視するのは，表象する情報，情報操作の仕方，

一時に保持できる情報の量であり，そこでは発達を引き起こすメカニズムを明らかにすること

と共に，それらのメカニズムの幾つかがどのように共同して認知的成長をもたらすのかを精密

に解明することを目的としている
14)

。Piaget および発達の情報処理理論の考え方によると，子

どもが外部刺激として受け入れた内容を記憶して，それを操作することにより，情報を表象す

ることは発達の成果と看做されるが，造形・美術教育における創造では，取分けこの一連の過

程を重視する。ここで述べる創造の過程とは，たとえば Alex F. Osborn（1953）が挙げる次のよ

うなものである
15)

。

① 見当づけ：問題の指摘，② 準備期：適切な資料の収集，③ 分析期：関連する素材の分析，

④ 着想期：諸アイディアによる選択の積み重ね，⑤ 孵化期：啓示をよびこむための「休止」，

⑥ 統合期：個々の断片の総合，⑦ 評価期：生成したアイディアの評価。

上記のように，創造するためには準備として資料を収集する必要があるが，これは発達の情

報処理理論が言う構造的要素（記憶容量）の必要性を示すものと言え，何もないところから創
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3 模倣描画と移調演奏の関係

模倣描画については否定的な見解がある一方，移調演奏（歌唱）にはそれがない。理由は，

造形・美術と音楽とでは教育目標が異なることにあると考えられる。また，調べた限りにおい

て，模倣描画と移調演奏の関係についての研究を見出すことはできなかった。その理由は，造

形・美術と音楽とは同じ芸術とされながらも，両者には教育方法の違いがあり，両者跨がって

の研究には困難が伴うことが考えられる。本来，人間の発達は分割して捉えることのできない

総合的・統合的なものであるが，便宜的に教科に分けて教育を行っているのが現状である。そ

のため教科毎の研究となり，教科を関連させて発達を見ることが難しくなっている。その点，

幼児教育では，生活や遊びをキーワードに発達を捉えようとすることから，模倣描画と移調演

奏の関係を観察することは可能と思われるが，この場合は，模倣描画と移調演奏の各々の意味

を捉えなければ，両者の関係を解釈することは難しいと考えられ，たとえ両者の現象が観察さ

れたとしても，その意味を分析するところまでは至っていないのではないかと推察される。

Ⅱ 観察結果と分析

1 観察結果 

描画を始めた初期から観察を続けている H 子（女児）は，６歳２ヶ月のある日，同じ形状の

アニメのキャラクター（ヒコザル）を描いた画用紙を幼稚園から持ち帰った（図１「模倣描

画」）。それをどのように描いたのかという問いに対し，H 子は，幼稚園で出された「ふりかけ

のパッケージ」の図柄（図１「手本」）を描いたと答えた。やがてこのキャラクターがパッケー

ジに描かれたスタイルに留まらず，様々な形態を取り始めることになる。次頁の図２に見られ

るように，反対向きのもの，目を瞑るもの，手の表情が異なるもの，吹出しがあるもの，家の

中にいるもの等，それは自在に変形されて行ったが，その展開は，模倣描画を行って時間を隔

てず始められていた。

同じ時期，H 子はピアノで頻繁に移調して弾くようになった（習い始めて 10 ヶ月）。きっか

けは音楽教室で教わった「ハ長調」を「ト長調」に移調する経験であったが，それを知ってか

らは，楽譜の有無に拘らず，耳で聴いただけの CD やテレビで流れる曲までも，あらゆる楽曲

を移調して弾くようになった。その際，一般には馴染みが薄い黒鍵も，白鍵同様に弾いている

ことが観察された
8)
。また，弾きながら耳で音を確かめ，正しい音を掴みながら少しずつ曲を

弾き進めていくことも認められた。

手  本 模倣描画

図１ 手本と模倣描画
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左向き 右向き（手本通り）

図２ 原形の変形

2 結果分析

この観察を行った直後，「KIDS 発達検査」
9)
を実施し，H 子の精神発達の状態を調べたところ，

理解言語（+８ヵ月），操作（+７ヵ月），概念（+４ヵ月），表出言語（+２ヵ月）の領域に実年

齢以上の発達を示した（括弧内は，生活年齢とのずれを表す）。各領域を概説する
10)

。

○理解言語領域‥‥‥精神機能を測定する最も重要な手がかりが言語であり，そのために

必要な理解する力を調べる。言語には「理解」と「表出」があり，理解はコミュニケー

ションの基本であり，乳幼児はまず言葉を理解するところから始める。幼児の場合，理

解している言葉の３分の１程度しか話せず，記憶と深く関係していることが分かる。

○ 操作領域‥‥‥子どもを取巻く事物に対して自分の意志通りに身体が動くかどうかとい

うことに関する領域で，手指の動きを中心として調べる。興味があるものを追いかける

など意欲とも深いつながりを持っている。

○ 概念領域‥‥‥見た目に拘らない共通性や異質性の理解獲得，記憶の中から１つの判断

を行う力の発達を見る。
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が，彼は子どもの造形において，干渉や手本を最少にすることにより芸術的な発達を促そうと

考えていた。即ち，成長の初期の段階では，成長の構成要素の相互作用による発達を妨げるも

のに「模倣（imitation）」があると考えた。彼は「模倣の本質」で，模倣の危険性を次のように

述べる
5)
。

各教科の学習は互いに独立しているものではなく，強く関わりあっているもののため，

美術の教科では行われていなくとも，他の教科で行われたことが，美術において「模倣」

を目的にした学習を引き起こす場合がある。たとえば，算数のワークブックに出てくる

「鳥の絵」。数の概念を勉強するのに，鳥の数を数えるのだが，正確な鳥の数を把握するた

めに，色を塗ったり形を書いたり，何度も繰り返して同じ鳥を扱う。その結果，独創的だ

った子どもの鳥の絵が，いつしかそのワークブックの鳥そっくりになってしまっていた。

一方，Lowenfeld は模倣の概念を次のように解釈してもいる。

「模倣」という言葉には多様な意味があり，それは誤解を生み出すもとになっている。

「模倣」は，学習の重要な要素の１つである。しかし，学習の手段の１つとしての「模

倣」は，ある目的に達するための手段としてのみ使われるものである。「模倣」は，目的で

はなく手段である。したがって，学習で「模倣」を用いる場合には，手段としての「模

倣」の意味を常に考えておくことが必要になってくる。

これは，Gardner が述べる模倣の概念と同じと捉えられる。手段としての模倣と，目的として

の模倣，その区別が行われると，模倣は学習の方法として有効であると両者言う。

2 移調演奏についての研究

同じ芸術教育でありながら指導方法や内容が図画工作科とは異なる音楽科では，学習指導要

領において図画工作科と似た「目標」を掲げている一方，異なる「内容」も見受けられる。即

ち，図画工作科の目標が「表現及び鑑賞の活動を通して，つくりだす喜びを味わうようにする

とともに造形的な創造活動の基礎的な能力を育て，豊かな情操を養う。」，音楽科の目標が「表

現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽

活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。」と両者似通っている一方，音楽の内容には，

図画工作科には見られない模倣に関する内容「階名で模唱や暗唱をしたり，リズム譜に親しん

だりすること。」（小学校第 1・2 学年）が挙げられている。このことは，目標に掲げられた「音

楽活動の基礎的な能力」が「造形的な創造活動の基礎的な能力」と違う意味合いを持っている

ことを示す
6)
。即ち，図画工作科では，「創造活動」の基礎的能力を育てるが，音楽科では「創

造活動」ではなく「音楽活動」の基礎的な能力を育て，その結果，情操を養うという目標を達

成することになる。つまり，図画工作科は造形的な基礎能力によって情操を養うのではなく，

造形的に創造する基礎能力によって情操を養うということになる。そのため，厳密には造形的

な基礎能力を養うことと創造的な能力を養うこととが分かたれ，図画工作科の教師はその区別

を理解して指導をすべきところであるが，現状では，両者渾沌としたまま，いずれも充分に養

っていない場合が多い。

音楽教育では，教師においてはもちろん，児童・生徒も移調演奏や移調歌唱ができるよう，

演奏および歌唱技術の向上を図ることが目的とされる。但し，実際には，それが学校教育で系

統的に教えられていることは少なく，一部の教師がその意義を認め，実践しているに過ぎない
7)
。
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○ 表出言語領域‥‥‥蓄積された言葉によって話す力，即ち，発声の方法やその修正など

自分なりの力で獲得して行く発達を見る。

「幼児における筆記具操作の発達に関する研究」
11)

において尾崎康子氏は，「KIDS 発達検

査」を用いて筆記具操作と精神発達の関係を調べているが，そこで尾崎氏は，描画と言語とい

う抽象的表象機能が筆記具操作と関係していること，筆記具操作の発達は上肢運動機能発達を

反映すること，それは身体運動的成熟によって単独に進行するのではなく認知発達と緊密に関

係していることを示し，さらに筆記具操作の発達が中枢神経系の成熟に依拠しつつ，日常活動

の中で体得されていくものということも明らかにしている。尾崎氏のこの結論同様，H 子の場

合も，描画と言語において顕著な発達が認められ，それは認知面の発達が描画における手指の

操作に反映されていることを示していると解釈できる。

3 仮説

模倣描画と移調演奏が同時期に行えるようになったという事例は H 子のみの観察結果であり，

量としてのデータを持たないため一般化することは難しいが，大学生にアンケートをとったと

ころ，同様の経験がある学生の存在が認められたことから，模倣描画と移調演奏が同時期に発

達することを仮説にすることは可能と考えられる。そこで，次章では，仮説の展開の可能性に

ついて論じる。

Ⅲ 仮説の展開可能性

1 模倣の概念 

本論で挙げた模倣描画と移調演奏の共通点は，いずれも手本となる画像や旋律を一旦学習し

た上で，その後，手本を見ずして画像や旋律を変化させていくという点にある。これは Jean 
Piaget（1896-1980）の示した「概念」の発達理論によれば，保存概念に相当するものであり，

前操作期と具体的操作期の間（７歳頃）における「対象のある種の性質が，外観を変えるよう

な変換を受けても，保存されることを理解できるようになる」
12)

ことを指す。

Piaget の理論をさらに推し進めたものに，「思考とは情報処理に他ならない」
13)

と仮定する発

達の情報処理理論がある。この理論家たちが重視するのは，表象する情報，情報操作の仕方，

一時に保持できる情報の量であり，そこでは発達を引き起こすメカニズムを明らかにすること

と共に，それらのメカニズムの幾つかがどのように共同して認知的成長をもたらすのかを精密

に解明することを目的としている
14)

。Piaget および発達の情報処理理論の考え方によると，子

どもが外部刺激として受け入れた内容を記憶して，それを操作することにより，情報を表象す

ることは発達の成果と看做されるが，造形・美術教育における創造では，取分けこの一連の過

程を重視する。ここで述べる創造の過程とは，たとえば Alex F. Osborn（1953）が挙げる次のよ

うなものである
15)

。

① 見当づけ：問題の指摘，② 準備期：適切な資料の収集，③ 分析期：関連する素材の分析，

④ 着想期：諸アイディアによる選択の積み重ね，⑤ 孵化期：啓示をよびこむための「休止」，

⑥ 統合期：個々の断片の総合，⑦ 評価期：生成したアイディアの評価。

上記のように，創造するためには準備として資料を収集する必要があるが，これは発達の情

報処理理論が言う構造的要素（記憶容量）の必要性を示すものと言え，何もないところから創
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造を行うことは困難であるということを示している。

このように，心理学では模倣は発達にとって必要かつ基本的な活動と考えられるが，他分野

ではどのように捉えられているか。次に，それを見ていくことにしたい。芸術学，教育学，美

術教育学の順に見る。

 １) 芸術学

芸術を，芸術作品の在り方や生成の仕方に注目して，模倣論，均斉論，表出論，現象論，異

化論等に捉える方法がある。そこでの模倣論は，模倣は人間の基本的な欲求であり，芸術はそ

うした欲求の洗練された一形態として，自然や現実を模倣するという考え方である。本来，

「Art」の語源は，古代ギリシャの自然を模倣する「技術」を表す語であったように，自然を模

倣することと芸術とは切り離すことができない。

Susanne K. Langer（1895-1985）は，『芸術とは何か（Problems of Art: Ten Philosophical 
Lectures）』（1957）の「諸芸術における模倣と転換」

16)
において，芸術が表現しようとしている

のは，「芸術家自身の持っている感情や情感ではなく，彼が知っている感情や情感」
17)

と述べ，

芸術の目標は洞察，即ち感情の本質的生命の理解であり
18)

，そうした理解は抽象化を必要とし，

抽象化は理解する事柄（＝実在）を観念にするために必要な手段であると言う。なお，最初の

芸術的衝動は，芸術家が自然のなかの表現形式と認めたものを模倣すること
19)

と言う。

ドイツ古典主義を導き出す，Johann Joachim Winckelmann（1717-1768）の『ギリシャ美術模倣

論（Gedanken über die Nachahmung der griechischen Werke in der Malerei und Bildhauerkunst）』
（1755）では，古代（ギリシャ）の模倣，取分け外に表れたフォルムではなく，そうした美し

いフォルムを生み出した精神を学ぶべきということを主張した（形式主義ではなく内容主義の

美学を提唱）
20)

。

また，Aristotle（前 384-前 322）は『詩学（Poetics）』で，動物の中で最も人間が真似する能力

を持ち，真似された結果を喜ぶ本能を持つとする。

さらに，美学史では，18 世紀のヨーロッパにおいて，「自然模倣」を否定し，近代的芸術観と

して「独創性」という概念を価値ある概念として確立する
21)

。これ以降，芸術において独創性

の重要性が認識されるようになり，それが今に至る美術史の系譜となっている。

 2) 教育学

幼児の遊びには模倣が多く含まれ，幼児教育において遊びが重要な活動であるように，教育

学における模倣は発達を支持する活動である
22)

。それは Piaget が，『子どもの象徴の形成（La 
formation du symbole chez l'enfant）』（1945）23)

に「模倣・遊び・夢：心像と表象」の副題を付け，

感覚運動知能の６つの段階における模倣と遊びの発達を分析していることからも明らかである
24)

。また， John Amos Comenius（1592-1670）は，『大教授学（Didactica Magna）』（1657）で

「模倣を教育方法とする立場を堅持しながらも，学習者の創造的な自立発展を祈願しており，

模倣と創造の止揚の問題を論理的に探究している」
25)

とされ，Comenius が，創造のためにも，

模倣は積極的に教育に取り入れる必要があると考えていたことが分かる。

 3) 美術教育学

ここで美術教育学と呼ぶのは，幼児の絵画の発達を論じる分野であるが，そこにはⅠ章で示

した通り，模倣を肯定する立場と否定する立場がある。一般に現代の模倣を否定的に捉える考

え方は，冒頭に挙げた「創造美育協会」の思想に由来し，また山本鼎（1882-1946）が主導した

自由画教育運動にも関連する。それまでの「臨画」を排し，手本の模倣を否定する自由画の登
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そこでは子どもの個性に対し畏敬の念を抱くことが教師の根本感情であるとするが，それは子

どもの個性の全てを良いものとして受け入れ，それが変わらないように配慮するということで

はない。まず，畏敬の念を持って受け入れ，今後，成長する上で望ましいと思われる個性につ

いてはこれを伸ばし，望ましくないと思われる個性については徐々に修正されるように配慮す

ることを指す
36)

。そうした粘り強く持続的な教育的援助を行うため，８年間一貫担任制が必要

になる。

図画工作科では，子どもは生来個性をもち，それは専ら尊重されるものと捉えられて来たが，

Steiner はこれを否定し，個性には伸ばすべきものと修正すべきものがあると捉える。このこと

は子どもの描画指導の根本的な変更を余儀無くさせる。即ち「Education through Art」とされる

図画工作科は，造形活動を通して子どもに豊かな情操を養う教科と捉えられるため，豊かな情

操に資する個性は伸ばすが，その発達を妨げる個性なら修正する必要があるということになる。

そのためには，教師が個性の質を見極める能力を持ち，適切な教材と指導で個性の教育を行う

ことが肝要である。

個性をこのように捉えると，H 子が描いた「ヒコザル」は，仮に他の子どもにおいては適用

できない教材であったとしても， H 子の個性にとっては適した教材と捉えることができ，一般

に言われる「ぬり絵」や「模倣」を否定する見解には，必ずしも従う必要がないことになる。

つまり，教材の適不適を一概に判断することはできず，そのことは取りも直さず，教師が子ど

もに適切な教材を選び，作る能力を持つことの重要性を示すものである。

また，Johannes Amos Comenius（1592-1670）や Johann Heinrich Pestalozzi（1746-1827）以来，

教育の支柱を成すものとなった「直観教授」は，Steiner において，想像力を殺してしまう危険

性をはらむものと捉えられる。授業で教師が安易に実物を見せたり，子どもの感覚に訴える事

物を過度に用いたりすることによって，また，ことがらの知的な理解のために具体的な事物を

用い過ぎることによって，子どもの想像力は窒息してしまい，眼に見えないものを感情・心情

で生き生きと把握する力が死んでしまうと Steiner は考えた
37)

。

このことは，自由画が臨画を否定し自然の写生を推奨したことを懐疑的に見ることの必要性

を示唆する。但し，実物を見ることの重要性を Steiner は全て否定している訳ではない。「直観

教授は，視覚をはじめとする諸感覚に訴える具体的な事物・実物を用いて行う授業であるが故

に，言語化された知識の習得を容易にし，学習内容の理解をたやすくする。それのみでない。

それは，ペスタロッチーの直観教授に示されるように，子どもの内的な魂の諸力の発達や神的

な根源的な力の発展を鼓舞し促進する」
38)

と言う。一方で，そのことによって想像力が失われ

るという危惧を抱く。芸術教育およびその結果もたらされると考えられる豊かな情操に大きく

寄与するものは想像力である。その想像力が枯渇するような手段として実物を見せることがあ

るという認識は，これまで美術教育においては殆ど顧みられることのない考えであったが，

Steiner の指摘は，そのことを考える必要性を浮かび上がらせる。

実際に猿を見てそれを写す行為では得られなかった形態のバリエーションが，「ヒコザル」を

模写し自在に変形する行為によって学習され，さらに猿以外のものについてもこの学習が転移

するとしたら，先に見た模倣賛成派とは異なる理由で，図画工作科における模倣描画の意義を

認めることができると考えられる。
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場は，導入当時，混乱を招いたことが『自由画教育』（山本鼎著,アルス,1921 年）に書かれてい

るが，それは恰も，印象派が「自然を師に」して，それまでの「師匠の絵から」学んで来た歴

史を逸脱しようとしたかのようである。18 世紀までの「画家が写生をするのは作品を描く時の

参考にする為であって実際現場で作品を描くことなど無かった」
26)

時代は，「自然を見て何が美

しいのかを考えその美しい理由を絵画に表現」
27)

する時代に変わる。それが印象派の果たした

１つの役割であるが，同じことを児童画教育において定着させようとしたのが自由画教育運動

と捉えられるのである。但し，自由画について，手本を廃したのではなく，手本を自然に変え

ただけとの見方があるように，模倣を排除しようとする試みは，厳密に行おうとすると困難が

ある。

一般に，「見る」には２つの「見方」があるとされる。視知覚（the sense of sight）と表象の再

現（representation／ideation／mediating processes），即ち，外界の光の刺激が網膜に生じさせる神

経興奮が大脳の視覚野に伝わったときに生じる感覚と，感覚の複合体として心に思い浮かべら

れる外的対象の像（心像・観念）である
28)

。但し，両者共，視知覚において「見ない」ことは

想定されない。なぜなら２つの「見る」は，まず自らの眼で「見る」必須の知覚行為があり，

それを感覚的に表現するのか，意味的に表現するのかという違いで分けられるに過ぎないから

である。従って，模倣描画におけるような「見る」行為は，いずれの表現においても排除され

るべきものではなく，むしろ大いに関係するものである
29)

。

2 仮説の教育的可能性

以上のように，模倣の捉え方には様々あるが，その善し悪しに拘らず，模倣は留意すべき行

為であり，否定したとしても，完全に否定することはできない概念であることが分かる。本節

では，こうした背景を踏まえ，「模倣描画と移調演奏が同時期に行える」という仮説の教育的可

能性を考察することにしたい。

仮説に挙げた現象が子どもの自発的な行為に見られるということは，この現象の発生する時

期を逃さず，子どもの発達に資する教育的配慮を行うことには意義があることを示唆する。こ

の可能性を検討するに当たって，ここでは Rudolf Steiner（1861-1925）の考えを参照する。

1) ファンタジーの出現

Steiner は，歯が生えかわる７歳以後，子どもはファンタジーの生活（Phantasieleben）へ移行

すると言う。ここでのファンタジーとは，想像力・空想力と言い換えられるが，「対象を見，聞

いてそれにとらわれることなくさまざまなことがらを自由に想像する力」，「実際の事物を絵画

的に『象徴化する』活動を生み出す力」
30)

を言う。また，想像力をかきたてるためには，絵，

物語，童話等にできるだけ接することが必要であるとする。

Steiner のこの説を手掛かりに模倣描画を考えると，H 子にとって「ふりかけのパッケージ」

に印刷された「ヒコザル」は想像力をかきたてる絵であり，「ヒコザル」の形態を一旦模倣によ

って習得しそれを自在に動かす行為は想像力・空想力
31)

の現れであって，ファンタジーの生活

の実現と捉えられる。従って，子どもの想像力・空想力をかきたてる視聴覚的な内容であれば，

子どもがファンタジーの生活を送ることにとって，それは有効な教材と捉えることができる。

2) 彩色・線描と音楽

また Steiner によると，この時期の子どもの特徴の１つに「言語への欲求・関心」があるとさ

れる。７歳前の子どもは，周囲の人びとの身ぶり・動作に関心を向け，幼児において顕著な模
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倣では専らこれを倣い，その精神に没入することで成長を促す。しかし，７歳以後の子どもた

ちは，身ぶりから言語，特に言語の持つ「感情の側面」に関心を示す。その側面とは，言語に

備わる芸術的な要素，即ち音楽的な要素と絵画的・造形的な要素
32)

のことであり，理由は，そ

れらが人間の内面的なものと関連するためとされる。

この時期の子どもは，本性として持つ芸術的なものへの愛好心から，「さまざまなかたちをか

たちとして楽しもうとする傾向を持つようになる」
33)

が，このことに応え，教師は，彩色・線

描（Malerisch-Zeichnerisches）と音楽を教育内容に組み入れる必要がある。これは，言葉の学習

の前に行われる必要があり，それは，芸術的な感覚によって言葉のかたちと音声を捉える必要

からとされる。この方法によって子どもは器用になり，文字を巧く書くことができるようにな

るうえ，子どもの「かたちをある具体的な対象と結びつけることなくかたちそれ自体として楽

しもうとする欲求」に応えた活動を援助することになる。

但し Steiner は，彩色・線描において，動植物等外界の対象を模写してはならないと言い，音

楽もピアノ等は避け，吹奏楽器が望ましいとする。なぜなら線描は，「直線や曲線を用いて，角，

円，螺旋形，楕円，垂直線，水平線をはじめとしてさまざまな『かたち』」
34)

を画用紙に描くが，

外界を模写することは，根源的なかたち（Form），即ちそれ自体で完結した図形を学ぶことを妨

げるからである。かたちをかたちとして理解し，それを描くことで行動的な意志力の基礎を育

成し，さらに描く際に生起する感情の力を経験・発達させるために線描が重要な役割を果たす

と Steiner は考えた。

H 子が模倣した「ヒコザル」の絵は，キャラクターデザインであり，これは象徴であるから，

一種の文字と捉えることができる。従って，それを書く行為は「言語への欲求・関心」の表れ

と考えられる。また「ヒコザル」は形象であり，それは絵であるため，この時期の子どもが関

心を示す言語の絵画的・造形的な要素，即ち「言語の感情の側面」と看做すことができる。さ

らに，「さまざまなかたちをかたちとして楽しもうとする傾向」については，線描における基本

的な図形が Rhoda Kellogg の分類した「ダイアグラム」であり，その組み合わせの「コンバイ

ン」（２つのダイアグラムの結合によってできた形），あるいは集合の「アグレゲイト」（３つあ

るいは３つ以上のダイアグラムの結合によってできた形）が「ヒコザル」に相当すると捉える

ことで理解できる
35)

。基本図形を発展させたものとしてキャラクターがあり，それを描くこと

は，線で構成されたかたちそのものに対する興味の表れであり，さらに一旦習得したかたちを

描くことによって，子どもは自らの行動的な意志力を確認し，根源的なかたちで構成された完

結したかたちを学び，結果，そのかたちを楽しむという感情を伴ってかたちを理解することが

可能となると考えられるからである。

同時期において，音楽を教育内容に組み入れ，芸術的な感覚によって言葉の音声を捉えるこ

との重要性も Steiner は唱えたが，移調も上述の「かたち」と同じように解釈することができる。

即ち，一音が「ダイアグラム」とした場合，その組み合わせとしてのメロディは「コンバイ

ン」もしくは「アグレゲイト」と考えられ，子どもが一旦メロディを習得するや否やそれを自

在に移調することは，「ヒコザル」の原形を変形させるのと同様の行為と捉えることができる。

3) 個性の捉え方

Steiner の教育方法では８年間一貫担任制が実施されるが，その目的は子どもの感情の育成と

個性を考慮して授業・教育活動を展開するというものである。学級の子ども一人ひとりの個性

を充分把握するためには，1 人の教師が長く子どもと接することが必要と考えることによる。
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場は，導入当時，混乱を招いたことが『自由画教育』（山本鼎著,アルス,1921 年）に書かれてい
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26)
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。但し，両者共，視知覚において「見ない」ことは

想定されない。なぜなら２つの「見る」は，まず自らの眼で「見る」必須の知覚行為があり，

それを感覚的に表現するのか，意味的に表現するのかという違いで分けられるに過ぎないから

である。従って，模倣描画におけるような「見る」行為は，いずれの表現においても排除され

るべきものではなく，むしろ大いに関係するものである
29)

。

2 仮説の教育的可能性

以上のように，模倣の捉え方には様々あるが，その善し悪しに拘らず，模倣は留意すべき行

為であり，否定したとしても，完全に否定することはできない概念であることが分かる。本節

では，こうした背景を踏まえ，「模倣描画と移調演奏が同時期に行える」という仮説の教育的可

能性を考察することにしたい。

仮説に挙げた現象が子どもの自発的な行為に見られるということは，この現象の発生する時

期を逃さず，子どもの発達に資する教育的配慮を行うことには意義があることを示唆する。こ

の可能性を検討するに当たって，ここでは Rudolf Steiner（1861-1925）の考えを参照する。

1) ファンタジーの出現

Steiner は，歯が生えかわる７歳以後，子どもはファンタジーの生活（Phantasieleben）へ移行

すると言う。ここでのファンタジーとは，想像力・空想力と言い換えられるが，「対象を見，聞

いてそれにとらわれることなくさまざまなことがらを自由に想像する力」，「実際の事物を絵画

的に『象徴化する』活動を生み出す力」
30)

を言う。また，想像力をかきたてるためには，絵，

物語，童話等にできるだけ接することが必要であるとする。

Steiner のこの説を手掛かりに模倣描画を考えると，H 子にとって「ふりかけのパッケージ」

に印刷された「ヒコザル」は想像力をかきたてる絵であり，「ヒコザル」の形態を一旦模倣によ

って習得しそれを自在に動かす行為は想像力・空想力
31)

の現れであって，ファンタジーの生活

の実現と捉えられる。従って，子どもの想像力・空想力をかきたてる視聴覚的な内容であれば，

子どもがファンタジーの生活を送ることにとって，それは有効な教材と捉えることができる。

2) 彩色・線描と音楽

また Steiner によると，この時期の子どもの特徴の１つに「言語への欲求・関心」があるとさ
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32)

のことであり，理由は，そ
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ン」（２つのダイアグラムの結合によってできた形），あるいは集合の「アグレゲイト」（３つあ

るいは３つ以上のダイアグラムの結合によってできた形）が「ヒコザル」に相当すると捉える

ことで理解できる
35)

。基本図形を発展させたものとしてキャラクターがあり，それを描くこと

は，線で構成されたかたちそのものに対する興味の表れであり，さらに一旦習得したかたちを

描くことによって，子どもは自らの行動的な意志力を確認し，根源的なかたちで構成された完

結したかたちを学び，結果，そのかたちを楽しむという感情を伴ってかたちを理解することが

可能となると考えられるからである。

同時期において，音楽を教育内容に組み入れ，芸術的な感覚によって言葉の音声を捉えるこ

との重要性も Steiner は唱えたが，移調も上述の「かたち」と同じように解釈することができる。

即ち，一音が「ダイアグラム」とした場合，その組み合わせとしてのメロディは「コンバイ

ン」もしくは「アグレゲイト」と考えられ，子どもが一旦メロディを習得するや否やそれを自

在に移調することは，「ヒコザル」の原形を変形させるのと同様の行為と捉えることができる。

3) 個性の捉え方

Steiner の教育方法では８年間一貫担任制が実施されるが，その目的は子どもの感情の育成と

個性を考慮して授業・教育活動を展開するというものである。学級の子ども一人ひとりの個性

を充分把握するためには，1 人の教師が長く子どもと接することが必要と考えることによる。
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造を行うことは困難であるということを示している。

このように，心理学では模倣は発達にとって必要かつ基本的な活動と考えられるが，他分野

ではどのように捉えられているか。次に，それを見ていくことにしたい。芸術学，教育学，美

術教育学の順に見る。

 １) 芸術学

芸術を，芸術作品の在り方や生成の仕方に注目して，模倣論，均斉論，表出論，現象論，異

化論等に捉える方法がある。そこでの模倣論は，模倣は人間の基本的な欲求であり，芸術はそ

うした欲求の洗練された一形態として，自然や現実を模倣するという考え方である。本来，

「Art」の語源は，古代ギリシャの自然を模倣する「技術」を表す語であったように，自然を模

倣することと芸術とは切り離すことができない。

Susanne K. Langer（1895-1985）は，『芸術とは何か（Problems of Art: Ten Philosophical 
Lectures）』（1957）の「諸芸術における模倣と転換」

16)
において，芸術が表現しようとしている

のは，「芸術家自身の持っている感情や情感ではなく，彼が知っている感情や情感」
17)

と述べ，

芸術の目標は洞察，即ち感情の本質的生命の理解であり
18)

，そうした理解は抽象化を必要とし，

抽象化は理解する事柄（＝実在）を観念にするために必要な手段であると言う。なお，最初の

芸術的衝動は，芸術家が自然のなかの表現形式と認めたものを模倣すること
19)

と言う。

ドイツ古典主義を導き出す，Johann Joachim Winckelmann（1717-1768）の『ギリシャ美術模倣

論（Gedanken über die Nachahmung der griechischen Werke in der Malerei und Bildhauerkunst）』
（1755）では，古代（ギリシャ）の模倣，取分け外に表れたフォルムではなく，そうした美し

いフォルムを生み出した精神を学ぶべきということを主張した（形式主義ではなく内容主義の

美学を提唱）
20)

。

また，Aristotle（前 384-前 322）は『詩学（Poetics）』で，動物の中で最も人間が真似する能力

を持ち，真似された結果を喜ぶ本能を持つとする。

さらに，美学史では，18 世紀のヨーロッパにおいて，「自然模倣」を否定し，近代的芸術観と

して「独創性」という概念を価値ある概念として確立する
21)

。これ以降，芸術において独創性

の重要性が認識されるようになり，それが今に至る美術史の系譜となっている。

 2) 教育学

幼児の遊びには模倣が多く含まれ，幼児教育において遊びが重要な活動であるように，教育

学における模倣は発達を支持する活動である
22)

。それは Piaget が，『子どもの象徴の形成（La 
formation du symbole chez l'enfant）』（1945）23)

に「模倣・遊び・夢：心像と表象」の副題を付け，

感覚運動知能の６つの段階における模倣と遊びの発達を分析していることからも明らかである
24)

。また， John Amos Comenius（1592-1670）は，『大教授学（Didactica Magna）』（1657）で

「模倣を教育方法とする立場を堅持しながらも，学習者の創造的な自立発展を祈願しており，

模倣と創造の止揚の問題を論理的に探究している」
25)

とされ，Comenius が，創造のためにも，

模倣は積極的に教育に取り入れる必要があると考えていたことが分かる。

 3) 美術教育学

ここで美術教育学と呼ぶのは，幼児の絵画の発達を論じる分野であるが，そこにはⅠ章で示

した通り，模倣を肯定する立場と否定する立場がある。一般に現代の模倣を否定的に捉える考

え方は，冒頭に挙げた「創造美育協会」の思想に由来し，また山本鼎（1882-1946）が主導した

自由画教育運動にも関連する。それまでの「臨画」を排し，手本の模倣を否定する自由画の登
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そこでは子どもの個性に対し畏敬の念を抱くことが教師の根本感情であるとするが，それは子

どもの個性の全てを良いものとして受け入れ，それが変わらないように配慮するということで

はない。まず，畏敬の念を持って受け入れ，今後，成長する上で望ましいと思われる個性につ

いてはこれを伸ばし，望ましくないと思われる個性については徐々に修正されるように配慮す

ることを指す
36)

。そうした粘り強く持続的な教育的援助を行うため，８年間一貫担任制が必要

になる。

図画工作科では，子どもは生来個性をもち，それは専ら尊重されるものと捉えられて来たが，

Steiner はこれを否定し，個性には伸ばすべきものと修正すべきものがあると捉える。このこと

は子どもの描画指導の根本的な変更を余儀無くさせる。即ち「Education through Art」とされる

図画工作科は，造形活動を通して子どもに豊かな情操を養う教科と捉えられるため，豊かな情

操に資する個性は伸ばすが，その発達を妨げる個性なら修正する必要があるということになる。

そのためには，教師が個性の質を見極める能力を持ち，適切な教材と指導で個性の教育を行う

ことが肝要である。

個性をこのように捉えると，H 子が描いた「ヒコザル」は，仮に他の子どもにおいては適用

できない教材であったとしても， H 子の個性にとっては適した教材と捉えることができ，一般

に言われる「ぬり絵」や「模倣」を否定する見解には，必ずしも従う必要がないことになる。

つまり，教材の適不適を一概に判断することはできず，そのことは取りも直さず，教師が子ど

もに適切な教材を選び，作る能力を持つことの重要性を示すものである。

また，Johannes Amos Comenius（1592-1670）や Johann Heinrich Pestalozzi（1746-1827）以来，

教育の支柱を成すものとなった「直観教授」は，Steiner において，想像力を殺してしまう危険

性をはらむものと捉えられる。授業で教師が安易に実物を見せたり，子どもの感覚に訴える事

物を過度に用いたりすることによって，また，ことがらの知的な理解のために具体的な事物を

用い過ぎることによって，子どもの想像力は窒息してしまい，眼に見えないものを感情・心情

で生き生きと把握する力が死んでしまうと Steiner は考えた
37)

。

このことは，自由画が臨画を否定し自然の写生を推奨したことを懐疑的に見ることの必要性

を示唆する。但し，実物を見ることの重要性を Steiner は全て否定している訳ではない。「直観

教授は，視覚をはじめとする諸感覚に訴える具体的な事物・実物を用いて行う授業であるが故

に，言語化された知識の習得を容易にし，学習内容の理解をたやすくする。それのみでない。

それは，ペスタロッチーの直観教授に示されるように，子どもの内的な魂の諸力の発達や神的

な根源的な力の発展を鼓舞し促進する」
38)

と言う。一方で，そのことによって想像力が失われ

るという危惧を抱く。芸術教育およびその結果もたらされると考えられる豊かな情操に大きく

寄与するものは想像力である。その想像力が枯渇するような手段として実物を見せることがあ

るという認識は，これまで美術教育においては殆ど顧みられることのない考えであったが，

Steiner の指摘は，そのことを考える必要性を浮かび上がらせる。

実際に猿を見てそれを写す行為では得られなかった形態のバリエーションが，「ヒコザル」を

模写し自在に変形する行為によって学習され，さらに猿以外のものについてもこの学習が転移

するとしたら，先に見た模倣賛成派とは異なる理由で，図画工作科における模倣描画の意義を

認めることができると考えられる。
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おわりに

本論では，模倣描画と移調演奏が同時期に行える子どもにとって，そのことの持つ教育的意

義を考察した。それは，これまでどちらかと言えば否定的に捉えられていた模倣描画に意義を

見出す試みであったが，改めて本論で検討したような意味でそれを教育課程に位置付けること

により，これまで造形・美術教育では伸ばすことを考えなかった能力を習得させられるのでは

ないかと期待するものである。

今後，模倣描画と移調演奏を教育課程に位置付けるためには，本論で検討した教育内容を考

慮した上での教材の開発が待たれる。また，模倣に関係する能力の発達が，他教科との関連の

中で，人間の成長にどのように影響していくのかを考察することも必須の課題と考える。
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工作の研究では芸術的な観点からの研究が中心に行われており，児童がどの程度，工作道具が

使えるのかについての実態把握，工作道具の適切な使い方の指導法や工作で使う道具が，児童

にとって使いやすい適切な道具であるかなどの技術的な視点からの研究は，ほとんど見られない。

このような現状から筆者らは，小学校第 3 学年の児童を対象に釘打ちの実験を行い，児童の

釘打ちの実態を報告７）した。釘打ちの実態調査では 8 割以上の児童において，釘を打つ時に玄

能を振り上げる高さが低く，また玄能を振り下ろす速度が遅いため，玄能による打撃力が弱く，

釘を十分に打ち込めない状態であることを明らかにした。また，児童が授業の中で一般に使用

させられている 230g 玄能が，児童にとっては重く，扱いにくいように見えることなどを指摘

した。

本研究では小学校第 3 学年の児童が使いやすい玄能を開発するため，児童に重量が軽い 185g
玄能を使用して釘打ちを行ってもらい，一般に使用されている 230g 玄能の釘打ち動作と比較

することによって，どちらの玄能が児童により適しているのかを検討したので報告する。

Ⅱ．方法

２．１ 被験者

被験者は小学校第 3 学年児童の釘打ちの実態調

査において，任意に抽出した大分大学 教育福祉科

学部 附属小学校 第3学年M組の右手利きの児童

9 名(男子児童 5 名，女子児童 4 名)である。児童

はすでに図画工作の授業の中で釘打ちについて学

習している。児童 9 名の平均身長は 123.8 cm で

あった。

調査時期は 2002 年 10 月 27 日であり，小学校

第 3 学年児童の釘打ちの実態調査において，230g
玄能を使用して釘打ちの実験を行った直後である。

２．２ 計測方法

１）釘打ち動作の計測

被験者の釘打ち動作を 2 次元計測するため図 1
に示すように被験者の右肩峰点，右肘関節，右手

首関節，右手中指第三関節，玄能頭部（頭部の 1/2
点）にマーカーを貼付した。釘打ち動作中の玄能

及び関節座標位置の計測では，毎秒 30 フレーム

撮影できるデジタルビデオカメラ（ SONY 
DCR-TRV17K シャッタースピード 1/500 秒）1
台を用いて，被験者の右側方 4ｍの位置より撮影

し ， レ ー ザ ー ビ デ オ デ ィ ス ク （ SONY 
LVR-3000N）に映像を記録した。レーザービデオ

ディスクは毎秒 60 フィールドの映像再生が可能

図１ マーカーを貼付した位置 

図２ 実験に用意した 230g 玄能（左）と

185g 玄能（右） 
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One Consideration Concerning the Relationship of the 
Imitation Drawing and the Transposition Performance in 

Young Children 
―A Study on the Educational Possibility of the Imitation Drawing―

UCHIDA, Yuko 

Abstract 

In this thesis, I aimed to analyze the meaning of the imitation 
drawing. Therefore, I considered the reason why the imitation drawing 
and the transposition performance appear at a simultaneous period. As a 
result, I hope to give a new educational meaning to the imitation drawing. 

【Key words】  Imitation, drawing, transposition, performance,  
development 
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小学校第３学年児童の釘打ち動作の研究

―児童に適した玄能の重量について―

田中通義＊・冨田礼志＊＊・坂本博之＊＊＊・中川尚美＊＊＊＊

【要 旨】  本研究は小学校第 3 学年の児童を対象に，185g 玄能と 230g
玄能で釘打ちの実験を行い，どちらの玄能が小学校第 3 学年児童に釘打ちの

玄能として適しているかについて検討したものである。実験では前報の実験

で抽出して分析した最少打叩数の児童と中間打叩数の児童及び最多打叩数

の児童に 185g 玄能で釘打ちを行ってもらい，230g 玄能の釘打ち動作と比較

した。その結果，玄能の振り上げ高さは，3 名の児童とも 185g 玄能のほう

が 230g 玄能よりも高く振り上げて釘打ちを行っていた。玄能の振り下ろし

速度は，3 名の児童とも 185g 玄能のほうが 230g 玄能よりも振り下ろし速度

が速くなっていた。打叩フォームは最少打叩数の児童ではどちらの玄能でも

肘を中心にしながら手首の回転を使って打つ打ち方であった。中間打叩数の

児童は 230g 玄能では，玄能を釘に押し付ける打ち方であったが，185g 玄能

では肘を中心にしながら手首の回転を使って打っていた。最多打叩数の児童

は 230g 玄能では玄能を釘に押し付ける打ち方であったが，185g 玄能では肘

を中心にして僅かではあるが手首の回転を使って打っていた。小学校第 3 学

年児童には 230g玄能よりも重量の軽い 185g玄能が適していると考えられる。

【キーワード】  教科教育 図画工作 釘打ち動作 玄能の重量 小学校

第 3 学年児童

Ⅰ．はじめに

小学校の図画工作では絵画やデザインとして描く活動，工作や立体デザインとして作りたい

ものを作る活動及び鑑賞が学習されている。小学校学習指導要領では工作は，板材などの木材

を組み合わせる造形活動が，第 3 学年及び第 4 学年から始まり，そこではのこぎり，小刀，玄

能，釘などが使われることになっている。しかし児童は現在のものの豊かな環境の中で，もの

を作って遊ぶなどのもの作りの体験がほとんどないため，釘を玄能で打つことや，のこぎりで

切るなどの体験が少なく，ものを作る基本的な加工がほとんどできない状態である。また図画
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